
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

男女共同参画の視点に立って、転妻さんが大田区で自分らしく生きる力を引き出す。地域につながるスタート地点としてエセナおおたを利用してもらう。目的

内容

方法

・自身の悩みが社会の問題とつな
がっていることを認識する
ワークライフバランスの理想
と現実
固定的性別役割分業
パートナーシップ
家庭の男女共同参画

・エセナおおたの存在を知らせる
他の事業（特にオンラインカフェ、
ジェンダー基礎講座、女性相談）
につなげる

対象 パートナーの転勤に伴い転入してきた未就学児を子育て中の女性 20名

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

・エセナおおた事業の参加者の話か
ら転妻さん特有の悩み（キャリア断絶、
ワンオペ育児、アウェイ育児）を語る
場が少ないと気づいた
・オンラインカフェにてコロナ禍以降に
転入した転妻さんから情報収集

・統計データより
日本の家事育児の役割が女性に偏っ
ていること、男性の長時間労働、固定
的役割分業、ワークライフバランスの
理想と現実 生活時間に関するデー
タを中心に
「新型コロナウイルス影響下における
家事育児時間の変化」

・1回目
グループワーク①お悩みトーク

1回目
グループワーク① 45分
自己紹介とお悩みトーク
悩みの棚卸し
・自身が何に困っているのか
・似た参加者たちが何に困ってい
るか

1回目
グループワーク② 30分
知っている・知りたいこと棚卸
・大田区の何を知っていて、何を知
りたいのかグループでシェア

2回全体を通して
・「私だけではない」と気づく、共感
する安心して語ることで孤独を癒す
・自分自身の力（コミュニケーション
力・問題解決力）に気づく
・同じような人が問題をどう解決し
てきたか知る

2回目後半
ごほうび系ミニ講座 80分
対象向けに話ができる講師を想定
マインドフルネスの意味と方法を知
り、実践することで自分を客観視

自己紹介 グループワーク①～③
グループワーク①～③は固定5人

各グループに1名 連携先メンバー

グループワーク①②
ワーク①話題としてデータ提示

グループワーク①② グループワーク②③
グループワーク③調べたことシェア
マインドフルネス ミニ講座

・1回目後半 30分
グループワーク②
大田区について知って
いることを共有する
・2回目前半 15分
グループワーク③
知りたいことを自ら調
べて共有する
エセナおおたから情報
を提供する
・2回目後半
マインドフルネスを暮ら
しに取り入れる

グループワーク②③

マインフルネス講座

基点 ・基軸の形成

【趣旨】子育て中の転勤族の妻が安心して特有の悩みを語り、地域とつながる場を提供し、地域で自分らしく生きる力を引き出す2回連続講座

課題解決

子育て中の転勤族の妻が安心して特有の悩みを語り、地域とつながることができる場が少ない。コロナ禍で深刻化が予想される。エセナおおたの区民認知度が25.3％である。課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 エセナのジェンダー講座を修了した転勤経験者・大田区在住歴の長い女性

目標

【事業名】子育て中の転勤族の妻のためのエンパワメント講座 「転勤族の妻のためのほっとカフェ」（略）転妻（てんつま）ほっとカフェ 保育付き
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独立行政法人国立女性教育会館 令和３年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


